


















































































































































































































































































































4. 隋，唐朝の頃， 族の地がテュルク（突 ）の支配下にあり，やがてテュルク族は西に移動
し，アッバース朝後期にはイスラーム世界に同化したこと。その頃テュルク出身の学者によっては
じめてラバーブの記述があらわれること。
5.「 」あるいは「 琴」と，西方の擦絃楽器「キール」「ギジャク」「キヤーク」「ケイチャ
94
ク」「ケマンチェ」，場合によっては「ガイゲ」などの名称との間に，ある程度の発音的共通性が見
られること。
6. 琴，ラバーブ共に，差し込み式の長い棹と比較的小さな両面皮張りの胴を持つ点，絃数が
琴２，ラバーブ１～２である点で共通性があること。またラバーブ系擦絃楽器には棹が円柱状の
ものが多いが，これは 琴の竹製棹の遺制である可能性があること。更に 琴の糸巻は前方軫式だ
が，ラバーブにも同様のものがあること。これらにより，形状からいってラバーブが 琴の要素を
かなり強く受け継いでいると考えられること。
曲頚琵琶，直頚琵琶， ，篳篥など西方起源の楽器は東方に多く流入したが，たとえば琴，箏，
編鐘など中国生まれの楽器は容易に西方へは伝わらなかった。そのようなこともあり，われわれは
つい楽器は西方から東漸するものとばかり思ってしまいがちであり，また殊にペルシアや中華王朝，
イスラームなどいわゆる大文明の地にばかり眼が行きがちである。リュート属擦絃楽器も，アラビ
アや中央アジアを起源とする説がいわれている。しかし東から西への動きや，歴史を大きく左右し
て来た遊牧民の存在や文化にも，もっと検討の余地があるのではないだろうか。
擦絃楽器の起源と伝播についての考察 95
